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は
じ
め
に

近
時
、
揖
斐
高
監
修
「
江
戸
文
学
」
第
三
十
二
号
は）

1

（
注

、
近
世
の
人
々

が
異
国
に
抱
い
た
眼
差
し
の
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
「
江
戸
文

学
と
異
国
情
報
」
と
題
し
た
特
集
を
組
ん
だ
。
木
越
治
「
秋
成
の
異
国
、

宣
長
の
異
国
」
を
始
め
と
し
て
、
収
載
さ
れ
た
十
数
編
の
論
攷
に
は
刺

激
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
の
、
惜
し
む
ら
く
は
幕
末
長
崎
の
国

学
者
の
文
事
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
同
地
の
歌
壇
を
文
政
か
ら
安
政
に
か
け
て
先
導
し
た
中
島

広
足
の
文
芸
に
関
し
て
は
、
早
く
も
戦
前
に
彌
富
破
摩
雄
「
海
洋
文
學

者
と
し
て
の
中
島
廣
足）

2

（
注

」
な
ら
び
に
同
「
廣
足
の
歌
文
に
現
れ
た
る
異

國
事
項）

3

（
注

」
が
執
筆
さ
れ
、
広
足
は
長
崎
の
地
を
活
躍
の
舞
台
と
し
て
国

学
結
社
橿
園
社
中
を
興
し
、
異
国
情
緒
漂
う
文
物
を
自
ら
の
歌
文
に
表

現
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
復
古
的
な
思
想
を
抱
く

一
方
、
西
洋
文
化
の
摂
取
を
試
み
る
広
足
の
瞳
に
は
異
国
が
い
か
な
る

存
在
と
し
て
映
っ
て
い
た
か
、
興
味
深
い
問
題
と
い
え
よ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
彌
富
の
両
論
文
は
舶
来
の
文
物
を
題
材
と
し
た
広
足
歌
文
を

紹
介
す
る
こ
と
に
終
始
し
た
観
が
あ
る
。
元
来
肥
後
細
川
藩
士
で
あ
る

広
足
が
何
故
長
崎
の
地
に
橿
園
社
中
を
築
い
た
か
、
ま
た
同
地
に
お
い

て
い
か
な
る
情
報
を
い
ず
れ
の
筋
か
ら
入
手
し
、
自
ら
の
文
事
の
糧
と

し
て
い
た
か
、
さ
ら
に
手
に
し
た
情
報
を
も
と
に
形
成
さ
れ
た
広
足
の

異
国
に
対
す
る
認
識
の
実
体
を
解
明
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

さ
ら
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
広
足
ゆ
か
り
の
鎮
西
大
社
諏
訪
神
社
に
伝
存
す
る

諸
資
料
に
基
づ
き
、
一
に
広
足
が
橿
園
社
中
を
結
社
す
る
に
至
る
経
緯

𠮷

良

史

明

幕
末
異
国
情
報
の
伝
播
と
長
崎
橿
園
社
中
（
上
）
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と
門
人
組
織
を
検
証
、
二
に
広
足
が
異
国
情
報
を
入
手
し
た
経
路
の
特

定
、
三
に
情
報
を
も
と
に
構
築
さ
れ
た
広
足
の
思
想
の
解
明
、
四
に
長

崎
の
広
足
の
も
と
よ
り
発
信
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
き
当
代
の
国
学
者
が

盛
ん
に
海
防
の
議
論
を
闘
わ
せ
自
ら
の
文
事
に
反
映
さ
せ
て
ゆ
く
模
様

を
論
じ
る
。
以
て
幕
末
国
学
者
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
端
を
明
示

し
、
そ
の
文
事
と
の
関
連
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

な
お
、
門
人
組
織
の
検
証
に
不
可
欠
な
『
瓊
浦
集
』
作
者
姓
名
録
を

附
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
稿
を
紙
幅
の
都
合
上
（
上
）（
下
）
の
二
回
に

分
け
る
こ
と
と
し
た
。
今
号
に
お
い
て
は
広
足
の
思
想
を
論
じ
た
第
三

節
ま
で
を
掲
げ
て
い
る
。
御
了
解
頂
き
た
い
。

一　
長
崎
橿
園
社
中
の
結
社
と
そ
の
組
織

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
旧
暦
の
十
月
三
日
、
三
十
一
歳
を
迎
え
た

広
足
は
、
か
ね
て
よ
り
心
に
思
い
描
い
て
い
た
長
崎
の
地
を
初
め
て
訪

れ
た
。
そ
の
折
、
同
地
の
主
た
る
歌
人
で
あ
っ
た
諏
訪
神
社
大
宮
司
青

木
永な

が

章ふ
み

、
長
崎
会
所
請
払
役
の
近
藤
光
輔
の
両
人
を
始
め
と
し
て
、
数

多
く
の
人
物
と
誼
を
結
び
得
た
こ
と
は
、
広
足
の
後
半
生
を
大
き
く
変

貌
さ
せ
、
長
崎
の
歌
壇
を
興
隆
に
導
く
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
。
以
後
広
足
は
、
熊
本
と
長
崎
を
足
繁
く
往
還
し
、
文
政
九
年
（
一

八
二
六
）
九
月
に
永
章
か
ら
諏
訪
大
宮
司
学
校
の
教
授
方
と
し
て
招
請

さ
れ
、
同
地
に
橿
園
社
中
を
築
き
、
国
学
な
ら
び
に
歌
壇
の
振
興
に
尽

力
す
る
こ
と
と
な
る
。

か
く
し
て
組
織
さ
れ
た
橿
園
社
中
に
関
し
て
は
、
岡
中
正
行
『
中
島

広
足
の
研
究
』（
私
家
版
、
平
成
二
十
三
年
）
が
門
人
構
成
の
検
証
を
試

み
、
一
部
の
門
人
の
経
歴
を
明
示
し
て
い
る
も
の
の
、
全
貌
を
把
握
す

る
と
こ
ろ
に
ま
で
は
達
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
鈴
屋
社
中
等
の
他
の

国
学
結
社
と
異
な
り
、
橿
園
社
中
の
門
人
録
が
現
存
し
な
い
こ
と
に
起

因
す
る
と
思
し
く
、
全
容
の
解
明
に
は
困
難
が
伴
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

問
題
解
決
の
糸
口
と
な
る
資
料
も
ま
た
少
な
か
ら
ず
伝
存
す
る
。
そ
の

一
つ
が
広
足
編
『
瓊
浦
集
』（
天
保
十
一
年
凡
例	

二
巻
二
冊
）
で
あ
る
。

同
書
は
、
広
足
自
ら
が
凡
例
に
「
此
集
は
、
長
崎
の
人
々
の
歌
を
え
ら

び
あ
つ
め
た
る
也
」
と
明
記
す
る
ご
と
く
、
長
崎
ゆ
か
り
の
歌
人
の
歌

を
編
ん
だ
類
題
集
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
見
返
し
に
は
「
中
島
広
足

著
／
瓊
浦
集　

初
編
二
冊
／
社
中
蔵
」
と
あ
り
、
橿
園
社
中
の
面
々
が

出
資
し
て
上
梓
に
及
ん
だ
こ
と
が
看
て
取
れ
る）

4

（
注

。
す
な
わ
ち
、
広
足
門

人
の
詠
歌
を
軸
と
し
て
取
り
纏
め
ら
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
試

み
に
巻
頭
五
首
の
歌
人
名
を
列
挙
す
れ
ば
、
光
輔
・
永
章
・
高
石
甫
平
・

家
原
衍
年
・
半
田
公
麿
の
各
人
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
い
ず
れ
も
広
足
知

友
な
ら
び
に
門
人
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
か
く
橿
園
社
中
の
中
核
に

位
置
し
た
人
物
が
巻
頭
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
同
書
は
広

足
門
人
の
詠
歌
を
軸
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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身
分
も
し
く
は
役
柄
の
特
定
を
試
み
る
こ
と
に
よ
り
、
以
下
改
め
て
橿

園
社
中
の
門
人
組
織
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

な
お
、
姓
名
録
の
作
成
に
際
し
て
は
、
次
の
手
順
を
経
た
。
ま
ず
始

め
に
、
森
繁
夫
編
・
中
野
荘
次
補
訂
『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』（
思
文
閣

出
版
、
昭
和
五
十
九
年
）
な
ら
び
に
各
類
題
集
の
作
者
姓
名
録
、
高
階

惟
昌
『
国
学
人
物
志
』（
安
政
六
年
跋
刊	

一
冊
）
に
基
づ
き
、
入
集
し

た
各
歌
人
の
通
称
名
・
国
名
を
確
認
し
た
。
次
に
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
会

所
の
記
録
で
あ
る
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
編
『
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
会
所
記

録	

安
政
二
年	

萬
記
帳
』（
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
、
平
成
十
三
年
）、
長

崎
地
役
人
の
分
限
帳
で
あ
る
越
中
哲
也
編
『
慶
応
元
年	

明
細
分
限
帳
』

（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
、
昭
和
六
十
年
）、
同
じ
く
地
役
人
の
姓
名
を
記

し
た
『
文
政
元
戊
寅
年　

長
崎
地
役
人
名
前
』（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

蔵	

複
製
本
一
冊
）、
京
都
糸
割
符
宿
老
を
勤
め
た
巨
智
部
忠
陽
の
日
記

『
日
録
』（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵	

天
保
十
一
年
成
立	

写
本
一
冊
）、

同
『
要
録
』（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵	

天
保
十
五
年
―
慶
応
二
年	

写
本
二
十
二
冊
）
等
を
参
照
し
て
、
各
人
の
身
分
も
し
く
は
役
柄
を
特

定
し
た
。
さ
ら
に
、
右
の
手
続
き
を
経
て
も
明
ら
か
に
し
得
な
い
人
物

に
関
し
て
は
、
前
掲
『
中
島
広
足
の
研
究
』
を
始
め
、
静
嘉
堂
文
庫
所

蔵
『
瓊
浦
集
』
に
附
載
さ
れ
る
西
純
三
「
瓊
浦
集
人
名
之
内）

6

（
注

」
等
の
先

学
の
研
究
に
拠
っ
た
。
な
お
も
詳
ら
か
に
し
得
な
い
歌
人
も
相
当
数
に

及
ぶ
が
、
先
賢
諸
氏
の
御
教
示
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

一
方
、
同
じ
く
凡
例
に

○
こ
の
集
の
歌
、
か
な
ら
ず
し
も
長
崎
人
の
み
に
は
か
ぎ
ら
ず
。

さ
る
は
、
京
・
江
戸
・
難
波
は
さ
ら
也
、
こ
と
国
々
よ
り
来
ゐ
る

人
お
ほ
き
が
中
に
は
、
お
ほ
や
け
ご
と
に
て
久
し
く
と
ゞ
ま
れ
る

も
有
、
ま
た
つ
ね
に
行
か
よ
ふ
も
あ
り
、
や
が
て
此
さ
と
に
す
み

つ
き
た
る
も
あ
り
。
い
ひ
も
て
ゆ
か
ば
、
大
か
た
此
さ
と
に
て
な

か
ば
に
ち
か
く
は
こ
と
国
人
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
、
こ
と
人
の
歌

は
絶
て
く
は
へ
じ
と
い
は
ん
に
は
、
撰
者
も
ま
た
筆
を
と
り
が
た

け
れ
ば
、
こ
と
な
る
ゆ
か
り
あ
る
人
々
の
は
、
み
な
え
ら
び
入
つ

る
也
。
さ
れ
ど
、
ふ
み
か
よ
は
す
ば
か
り
に
て
、
一
た
び
も
長
崎

に
き
た
り
し
事
な
き
は
、
ち
か
き
国
人
に
て
も
一
首
も
く
は
ふ
る

こ
と
な
し）

5

（
注

。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
長
崎
の
み
な
ら
ず
江
戸
・
大
坂
・
京
都
を
始
め
と

す
る
他
国
の
歌
人
の
詠
歌
も
ま
た
少
な
か
ら
ず
入
集
し
て
い
る
点
、
注

意
さ
れ
る
。
三
都
等
の
主
た
る
都
市
及
び
長
崎
近
隣
の
諸
国
に
限
定
さ

れ
る
も
の
の
、
橿
園
社
中
が
全
国
的
に
門
戸
を
拡
げ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と

の
証
左
と
な
り
得
る
事
柄
で
あ
り
、
後
に
広
足
が
長
崎
か
ら
大
坂
へ
と

進
出
す
る
こ
と
と
の
関
連
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
同
書
に
入

集
す
る
歌
人
百
七
十
名
の
作
者
姓
名
録
を
作
り
、
各
人
の
国
名
・
通
称
・
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〔
凡
例
〕

一		
本
表
は
、
全
て
の
『
瓊
浦
集
』
出
詠
歌
人
を
五
十
音
順
に
配
列
し
、

各
人
の
国
名
・
通
称
名
・
官
職
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

一		

『
瓊
浦
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
頃
に
各
歌

人
が
在
住
し
て
い
た
国
名
、
ま
た
そ
の
折
の
通
称
名
・
役
柄
を
原
則

と
し
て
記
し
た
。

一		

西
純
三
「
瓊
浦
集
人
名
之
内
」
の
記
述
に
拠
る
際
は
そ
の
項
目
の

末
尾
に
（
西
）、
岡
中
正
行
『
中
島
広
足
の
研
究
』
を
参
照
し
た
場
合

は
（
岡
）
と
記
し
た
。

あ

青
木
永
勇　
　

肥
前
長
崎　

諏
訪
神
社
大
宮
司　

永
純
男

青
木
永
繁　
　

肥
前
長
崎　

驥
三
郎　

諏
訪
神
社
祠
官

青
木
永
純　
　

肥
前
長
崎　

諏
訪
神
社
祠
官

青
木
永
鷹　
　

肥
前
長
崎　

兵
庫
之
助　

諏
訪
神
社
大
宮
司

青
木
永
弘　
　

京
都　

長
次　

諏
訪
神
社
大
宮
司

青
木
永
古　
　

肥
前
長
崎　

大
進　

諏
訪
神
社
大
宮
司　

永
章
男

青
木
永
章　
　

肥
前
長
崎　

左
京　

諏
訪
神
社
大
宮
司　

永
鷹
養
子

青
木
紀
伊

青
木
栄
瀬　
　

肥
前
長
崎　

永
章
妻

浅
井
ぬ
ひ

浅
井
保
道

蘆
塚
恒
徳　
　

肥
前
長
崎　

五
郎
助　

唐
年
行
司

飛
鳥
本
孝　
　

肥
前
平
戸　

愛
次
郎　

平
戸
藩
士
兼
壱
岐
住
吉
神
社
宮
司

阿
部
実
勝

家
原
衍
年　
　

肥
前
長
崎　

嘉
治
助　

惣
町
乙
名
頭
取

石
尾
光
雄

石
崎
利
嘉

伊
関
元
智　
　

肥
前
長
崎　

忠
次
郎

磯
野
信
春　
　

肥
前
長
崎　

大
和
屋
由
平　

今
鍛
冶
屋
町
書
肆
兼
絵
師

伊
藤
常
香　
　

肥
前
長
崎　

太
兵
衛　

築
町
菓
子
屋
兼
諏
訪
社
用
人
（
西
）

伊
藤
常
城　
　

肥
前
長
崎　

伊
勢
次　

築
町
菓
子
屋　

常
香
男
（
西
）

伊
藤
信
親

伊
藤
宜
繁　
　

肥
前
長
崎　

正
右
衛
門

伊
奈
直
興　
　

肥
前
長
崎　

加
津
麿
（
姓
渋
江
）　

河
内
町
水
神
神
社
宮
司

伊
奈
る
い　
　

肥
前
長
崎　

長
崎
松
森
神
社
宮
司
伊
奈
建
彦
妹

い
は

植
木
貴
恒　
　

肥
前
島
原　

隼
太
（
中
島
広
行
）　

諏
訪
神
社
宮
司

内
田
近
隆

宇
野
利
真

永
聖
院
丈
山　

肥
前
長
崎　

福
済
寺
末
庵
永
聖
院
住
持

江
上
浄
通　
　

肥
前
長
崎

江
上
慶
之

大
津
山
晴
樹　

肥
前
長
崎　

大
津
山
善
八
郎　

長
崎
会
所
請
払
役

大
友
義
郷

大
橋
ひ
さ　
　

肥
前
長
崎　

瞽
女
（
西
）

岡
部
春
平　
　

京
都　

大
蔵　

元
石
見
浜
田
藩
士

半
田
公
麿　
　

江
戸　

宗
十
郎
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半
田
親
延　
　

肥
前
長
崎　

宗
次
郎

小
沢
春
信

小
田
充
興　
　

肥
前
長
崎　

喜
三
兵
衛　

出
島
町
乙
名

巨
智
部
忠
陽　

京
都　

英
三
郎　

京
都
糸
割
符
宿
老

鬼
塚
貞
孝

か

何
茂
雄　
　
　

肥
前
長
崎　

元
之
丞

海
部
可
昌　
　

和
泉
堺　

市
右
衛
門　

堺
糸
割
符
宿
老

楽
常
寺
拙
誡　

肥
前
島
原　

楽
常
寺
僧
侶

勝
木
信
敏　
　

肥
前
長
崎　

利
助　

唐
通
事
附
筆
者

金
井
起
俊

金
谷
興
詩　
　

大
坂　

興
右
衛
門　

大
坂
天
満
組
総
年
寄

金
谷
興
譲　
　

大
坂　

大
坂
糸
割
符
宿
老
（
岡
）

北
島
祐
栄　
　

肥
前
長
崎　

伝
助　

今
博
多
町
乙
名

北
島
長
雄　
　

肥
前
長
崎　

熊
之
助

木
下
相
宰　
　

肥
前
長
崎　

志
賀
之
介　

八
幡
町
乙
名

木
下
従
賢　
　

肥
前
長
崎　

潤
太
郎　

八
幡
町
乙
名　

逸
雲
兄

木
谷
い
つ　
　

肥
前
長
崎　

木
谷
忠
英
女

木
谷
忠
英　
　

肥
前
長
崎　

与
一
右
衛
門　

桜
町
薬
種
屋

木
谷
ぬ
な　
　

肥
前
長
崎　

木
谷
忠
英
女

教
法
寺
合
明　

肥
前
佐
世
保　

教
法
寺
僧
侶

工
藤
俊
章　
　

肥
前
長
崎　

古
十
郎　

長
崎
会
所
筆
者
（
西
）

隈
川
春
雄　
　

京
都　

弾
正
（
姓
山
口
）

隈
川
春
蔭　
　

京
都　

八
郎
（
姓
山
口
）

光
源
寺
拙
嵒　

肥
前
長
崎　

秋
香
亭　

光
源
寺
第
九
代
住
持

光
源
寺
て
い　

肥
前
長
崎　

拙
嵒
妻

光
源
寺
道
英　

肥
前
長
崎　

光
源
寺
第
十
代
住
持

晧
台
寺
黄
泉　

肥
前
長
崎　

雖
小
庵　

晧
台
寺
住
持

小
南
保
重　
　

肥
前
長
崎　

彦
助　

長
崎
会
所
取
締
役

近
藤
光
輔　
　

肥
前
長
崎　

半
五
郎　

長
崎
会
所
請
払
役

さ

佐
藤
宅
喬

志
賀
親
憲　
　

肥
前
長
崎　

九
郎
助　

浦
上
村
渕
庄
屋

品
川
有
通　
　

肥
前
長
崎

渋
谷
以
旧

島
重
胤　
　
　

出
雲
杵
築　

兵
庫　

出
雲
大
社
上
官

島
重
道　
　
　

肥
前
長
崎　

雅
楽
之
助　

長
崎
伊
勢
宮
神
社
祠
官

島
田
盈
守　
　

肥
前
長
崎　

惣
兵
衛　

御
救
銀
会
所
請
払
役
頭
取

島
田
宜
明　
　

肥
前
長
崎　

茂
助　

酒
屋
町
大
和
屋
（
西
）

島
谷
長
春　
　

肥
前
長
崎　

儀
兵
衛　

長
崎
会
所
請
払
役

島
谷
春
弘　
　

肥
前
長
崎　

覚
蔵　

長
崎
会
所
請
払
役
助

清
水
正
良　
　

京
都　

藤
左
衛
門　

京
都
糸
割
符
宿
老

釈
珂
山

正
覚
寺
弘
範　

肥
前
長
崎　

月
雪
香　

正
覚
寺
僧
侶

白
木
久
樹　
　

肥
前
長
崎　

長
右
衛
門　

波
止
場
役

白
木
久
世　
　

肥
前
長
崎　

金
之
丞

白
浜
為
隆　
　

肥
前
長
崎　

嘉
四
郎　

江
戸
町
乙
名

杉
山
賢
功　
　

肥
前
長
崎　

竜
左
衛
門

杉
山
騰
翁

角
谷
暁
昌　
　

肥
前
長
崎　

作
助　

新
興
善
町
乙
名
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た

大
徳
寺
尊
春　

肥
前
長
崎　

大
徳
寺
僧
侶

大
平
寺
寛
峰　

肥
前
長
崎　

大
平
寺
僧
侶

高
石
祐
由　
　

和
泉
堺　

幸
右
衛
門

高
石
甫
重　
　

肥
前
長
崎　

新
十
郎　

出
島
乙
名

高
石
甫
平　
　

肥
前
長
崎　

文
治
右
衛
門　

出
島
町
乙
名

高
階
方
叔　
　

肥
前
長
崎　

宗
吾　

町
年
寄
福
田
猶
之
進
家
来
（
西
）

高
島
音
全　
　

肥
前
長
崎　

鷹
頭　

御
年
寄
高
島
作
兵
衛
伯
父
（
西
）

高
田
広
端　
　

肥
前
長
崎　

衛
十
郎　

宿
老
筆
者
（
西
）

高
野
興
善　
　

肥
前
長
崎　

五
郎
助　

商
人　

小
田
充
興
弟
（
西
）

立
身
万
平　
　

肥
前
長
崎　

万
兵
衛　

東
中
町
書
肆

谷
川
望
古　
　

肥
前
長
崎　

勇
平　

町
年
寄
高
木
清
十
郎
家
来

柘
植
蔭
夏　
　

肥
前
長
崎　

長
次
郎　

長
崎
会
所
請
払
役

田
親
辰　
　
　

筑
後
三
井
郡　

儀
一
郎
（
姓
吉
田
）　

大
庄
屋

徳
岡
幸
夏

戸
田
元
承　
　

肥
前
長
崎　

半
吾　

遠
見
番
触
頭

な

内
藤
有
良

内
藤
利
師

中
尾
定
凞

長
岡
光
治　
　

肥
前
長
崎　

文
治
郎　

商
人
（
西
）

中
村
茂
済　
　

肥
前
長
崎　

嘉
右
衛
門　

本
籠
町
商
人

中
村
得
一　
　

肥
前
長
崎

中
村
ゆ
き　
　

肥
前
長
崎　

茂
済
妻

中
村
義
隆

楢
林
公
足　
　

肥
前
長
崎　

オ
ラ
ン
ダ
通
詞

楢
林
枝
栄

西
田
秋
実　
　

肥
前
長
崎　

守
輔　

諏
訪
神
社
祠
官

西
村
章
根

野
口
祐
之　
　

肥
前
長
崎　

権
次
郎

は

馬
田
永
親　
　

肥
前
長
崎　

又
蔵　

長
崎
会
所
吟
味
役
助　

永
成
男

馬
田
永
成　
　

肥
前
長
崎　

又
次
右
衛
門　

長
崎
会
所
吟
味
役

馬
田
本
孝　
　

肥
前
長
崎　

猪
十
郎　

惣
町
乙
名
頭
取

蜂
谷
園
旨

蜂
谷
忠
恒

蜂
谷
忠
倫

浜
武
元
厚　
　

肥
前
長
崎　

浜
武
元
興
男

浜
武
元
興　
　

肥
前
長
崎　

治
兵
衛　

長
崎
糸
割
符
宿
老
頭
取

浜
武
よ
う

林
博
章　
　
　

肥
前
長
崎　

熊
十
郎　

長
崎
糸
割
符
宿
老

林
田
尚
庸　
　

肥
前
長
崎　

又
兵
衛

林
田
汎
章　
　

肥
前
長
崎　

熊
三
郎

早
水
和
貴　
　

肥
前
長
崎　

一
学　

諏
訪
神
社
能
楽
師

原
田
中
忠

福
瑞
寺
東
渓　

肥
前
長
崎　

福
瑞
寺
僧
侶

福
田
利
矩　
　

肥
前
長
崎　

町
年
寄

藤
村
光
鎮　
　

肥
前
長
崎　

庸
平
（
姓
篠
崎
と
も
）　

反
物
目
利

船
曳
大
滋　
　

筑
後
久
留
米　

斎
宮　

御
祖
神
社
祠
官

宝
輪
寺
寛
儼　

肥
前
長
崎　

宝
輪
寺
住
持
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堀
江
忠
良

ま

増
山
遷
永　
　

伊
勢
山
田　

平
之
進　

伊
勢
御
師

松
田
雀
翁　
　

肥
前
長
崎

松
本
し
ゆ
ん

三
田
村
本
義　

肥
前
長
崎　

太
一
郎　

御
救
銀
会
所
請
払
役

道
富
友
明　
　

肥
前
長
崎　

七
郎　

唐
物
目
利

道
幸
敦
化　
　

肥
前
長
崎　

小
十
郎　

御
救
銀
会
所
請
払
役

三
生　
　
　
　

肥
前
佐
賀　

柴
田
花
守　

不
二
道
十
世
教
主

三
宅
貞
材

三
輪
か
ち

三
輪
忠
雄

三
輪
長
眷

三
輪
成
長　
　

肥
前
長
崎　

秀
三
郎

三
輪
元
貞

三
輪
元
英

武
藤
陳
亮　
　

筑
後
柳
川　

弾
助　

立
花
藩
士

村
上
在
之　
　

肥
前
長
崎

村
上
尚
賢

村
上
良
賢

村
山
喜
文　
　

肥
前
長
崎　

喜
四
郎

桃
井
光
古　
　

肥
前
長
崎　

彦
三
郎　

今
石
灰
町
乙
名
（
西
）

森
忠
賢　
　
　

肥
前
長
崎　

長
崎
地
役
人
（
岡
）

森
川
久
矩　
　

京
都　

良
右
衛
門　

京
都
糸
割
符
宿
老

森
田
連
年

森
安
宗
長

諸
熊
好
足　
　

肥
前
長
崎　

祐
助　

御
役
所
附
船
番

や

柳
信
平

山
口
惟
明

山
本
重
智　
　

肥
前
長
崎　

物
次
郎　

御
役
所
附
町
司
触
頭

山
本
三
春　
　

肥
前
長
崎　

直
翁

山
本
泰
貞　
　

肥
後
熊
本

豊
正
道

由
布
惟
則　
　

筑
後
柳
川　

立
花
藩
士　

惟
元
父

由
布
惟
元　
　

筑
後
柳
川　

権
右
衛
門　

立
花
藩
士

吉
川
孝
典

吉
川
雅
珍

吉
川
宗
圭

わ

渡
辺
知
澄　
　

大
坂

	

さ
て
、
以
下
に
お
い
て
は
右
の
姓
名
録
を
概
観
し
、
橿
園
社
中
の
門

人
組
織
に
関
し
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
一
点
目
は
、
社
中
の
構
成
に

関
し
て
。
橿
園
社
中
は
武
士
・
神
官
・
僧
侶
・
町
人
・
農
民
等
の
各
階

層
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
核
は
地
役
人
に
よ
り
占
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
看
て
取
れ
る
。
唐
蘭
貿
易
を
一
手
に
任
さ
れ
た
長
崎
会
所

の
諸
役
人
な
ら
び
に
長
崎
の
自
治
を
司
る
町
役
人
を
始
め
と
し
て
、
御

救
銀
会
所
役
人
・
奉
行
所
役
人
・
長
崎
糸
割
符
宿
老
等
が
そ
の
名
を
列
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ね
て
お
り
、
地
役
人
が
社
中
の
主
た
る
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
得

な
い
。
そ
れ
は
、
岡
中
正
行
「
長
崎
の
鈴
門
―
歌
人
近
藤
光
輔
を
中

心
に
―

）
7

（
注

」
に

長
崎
の
学
問
、
芸
術
は
、
唐
通
事
、
和
蘭
通
詞
を
は
じ
め
と
す
る

こ
れ
ら
の
地
役
人
層
と
、
崇
福
寺
を
は
じ
め
と
す
る
諸
寺
の
僧
侶
、

諏
訪
神
社
、
松
森
神
社
、
伊
勢
宮
を
は
じ
め
と
す
る
諸
神
社
の
神

職
に
よ
っ
て
荷
わ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。

と
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
地
役
人
が
神
官
・
僧
侶
と
と
も
に
同
地
の
文

化
の
中
軸
を
担
う
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
例
え
ば
、
文
政

五
年
長
崎
来
訪
の
折
の
広
足
紀
行
『
夢
路
日
記
』（
文
政
五
年
奥
書	

自

筆
稿
本
一
冊
）
を
繙
い
て
も
、
同
年
頃
長
崎
の
地
に
は
橿
園
社
中
の
母

胎
と
な
る
歌
壇
が
地
役
人
を
基
盤
と
し
て
す
で
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る）

8

（
注

。

○
十
五
日
。
昼
の
ほ
ど
公
足
・
紀
ま
ろ
来
れ
り
。
夕
つ
か
た
、
公

足
が
り
行
て
物
語
す
。
紀
ま
ろ
・
気
風
な
ど
も
来
あ
ひ
ぬ
。
お
の

〳
〵
歌
よ
み
か
は
す
。

夜
は
例
の
公
足
が
家
に
い
た
り
て
古
今
集
講
釈
す

の
序
を
と
き
ぬ

。

こ
よ
ひ
は
何
が
し
法
師
の
も
と
に
て
古
今
集
春
平
講こ

う

ず
べ
き
よ
な

れ
ば
と
て
、
と
も
な
は
れ
行
て
、
お
の
れ
も
一
う
た
二
う
た
よ
み

つ
と
き
つ
。

○
廿
五
日
。
猶
、
公
足
が
家
に
あ
り
て
気
風
な
ど
も
来
り
ぬ
。
夕

つ
か
た
此
家
と
じ
の
母
な
る
人
、
こ
と
か
た
よ
り
来
ゐ
た
る
に
、

こ
は
れ
て
源
氏
物
語
の
花
宴
巻
を
解
ぬ
。

こ
よ
ひ
も
若
紫
の
巻
を
と
き
ぬ
。
気
風
と
今
一
人
来
ぬ
。

○
廿
八
日
。
公
足
が
り
行
て
物
語
す例

の

。
源
氏
物
語
よ
む
。
紀
ま
ろ

な
ど
も
き
ぬ）

9

（
注

。

	

右
は
、
長
崎
に
お
い
て
の
歌
会
・
講
釈
の
模
様
が
う
か
が
え
る
『
夢

路
日
記
』
の
記
事
を
時
系
列
に
沿
い
つ
つ
抄
出
し
た
も
の
。
冒
頭
の
「
公

足
」
は
、
代
々
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
家
柄
で
あ
る
楢
林
の
姓
を
名
乗
っ
て

い
る
こ
と
が
同
書
の
「
公
足
が
氏
を
楢
林
と
い
へ
れ
ば
な
り
」
の
記
述

に
明
ら
か
で
あ
る
も
の
の
、
片
桐
一
男
・
服
部
匡
延
校
訂
『
年
番
阿
蘭

陀
通
詞
史
料
』（
近
藤
出
版
社
、
昭
和
五
十
二
年
）
等
に
そ
の
名
は
著
録

さ
れ
て
お
ら
ず
、
詳
細
が
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
崎
滞
在
中

の
広
足
は
幾
度
と
な
く
公
足
の
も
と
を
訪
れ
、
同
人
案
内
の
も
と
出
島
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の
蘭
館
・
オ
ラ
ン
ダ
船
見
物
に
訪
れ
て
お
り
、
公
足
も
ま
た
オ
ラ
ン
ダ

通
詞
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
得
な
い
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
「
紀
ま
ろ
」

も
代
々
通
詞
の
職
を
勤
め
た
西
家
の
血
を
引
く
西
吉
太
夫）

（注

（
注

で
あ
る
。
長

崎
来
訪
初
期
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
と
広
足
が
親
交
を
深
め
て
い
た
模
様

を
垣
間
見
せ
よ
う
。
一
方
、
い
ま
一
人
の
「
気
風
」
に
関
し
て
は
、
姓

が
初
村
で
あ
る
こ
と
を
除
き
未
詳
で
あ
る
も
の
の
、
長
崎
の
初
村
家
は

代
々
長
崎
会
所
等
の
役
人
の
職
に
就
い
て
お
り
、
気
風
も
ま
た
同
様
で

あ
っ
た
か
と
目
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
か
く
地
役
人
の
間
に
お
い
て
歌

会
を
度
々
催
し
物
語
の
講
釈
を
有
識
の
学
者
に
望
む
機
運
が
高
ま
り
つ

つ
あ
っ
た
こ
と
を
『
夢
路
日
記
』
の
記
事
は
彷
彿
と
さ
せ
る
。
す
な
わ

ち
、
広
足
の
長
崎
来
訪
な
ら
び
に
橿
園
社
中
の
結
社
は
、
長
崎
の
知
識

層
の
間
に
お
け
る
和
学
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
呼
応
し
て
な
さ
れ
た
と

い
え
よ
う
。

次
に
二
点
目
は
、
長
崎
の
み
な
ら
ず
他
国
の
歌
人
の
歌
が
入
集
し
て

い
る
こ
と
に
関
し
て
。
先
述
の
ご
と
く
、
橿
園
社
中
は
長
崎
の
み
な
ら

ず
江
戸
・
大
坂
・
京
都
等
の
主
た
る
都
市
の
歌
人
に
ま
で
そ
の
門
戸
を

拡
げ
て
い
た
。
そ
の
他
国
の
門
人
は
、
先
掲
の
『
瓊
浦
集
』
凡
例
に
明

ら
か
な
ご
と
く
、
長
崎
と
の
何
が
し
か
の
繋
が
り
が
認
め
ら
れ
る
人
物

で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
の
『
要
録
』
の
筆
者
巨
智
部
忠
陽
は
、
京
都
糸

割
符
宿
老
の
職
に
あ
り
、
公
務
の
た
め
度
々
長
崎
の
地
を
訪
れ
て
い
る
。

長
崎
滞
在
中
、
事
あ
る
毎
に
広
足
が
催
し
た
歌
会
に
足
を
運
ぶ
忠
陽
の

姿
が
『
要
録
』
に
は
記
さ
れ
て
お
り
、
広
足
に
歌
文
の
指
導
を
受
け
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
同
人
を
始
め
と
し
て
、
堺
糸
割
符
宿
老
海

部
可
昌
・
大
坂
糸
割
符
宿
老
金
谷
興
譲
・
京
都
糸
割
符
宿
老
清
水
正

良
・
同
森
川
久
矩
の
各
人
が
『
瓊
浦
集
』
に
そ
の
名
を
列
ね
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
五
箇
所
商
人
の
多
く
が
広
足
と
歌
文
の
交
わ
り
を
結
ん
で
い

た
と
い
え
よ
う
。
お
そ
ら
く
は
忠
陽
と
同
じ
く
長
崎
滞
留
の
間
に
広
足

か
ら
歌
文
の
手
解
き
を
受
け
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
五
箇
所
商
人
の
み
な
ら
ず
西
国
諸
藩
の
長
崎
留
守
居
役
も

ま
た
、
橿
園
社
中
の
門
人
録
に
名
を
列
ね
て
い
た
。
そ
の
一
人
が
武
藤

陳
亮
で
あ
る
。
陳
亮
は
柳
川
藩
の
長
崎
留
守
居
役
を
長
ら
く
勤
め
た
人

物
。
広
足
の
遺
稿
を
集
め
た
中
島
惟
一
編
『
橿
園
文
集
』（
私
家
版
、
明

治
二
十
六
年
）
所
載
の
「
送
武
藤
陳
亮
歌
之
序
」
に
「
年
ご
と
の
さ
つ

き
の
こ
ろ
よ
り
と
つ
国
ぶ
ね
の
ま
ゐ
来
を
る
ほ
ど
、
お
ほ
や
け
の
事
か

た
ね
も
ち
つ
ゝ
、
な
が
月
の
末
つ
か
た
に
し
も
た
ち
か
へ
ら
る
ゝ
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
警
衛
の
た
め
に
毎
年
五
月
か
ら
九
月
ま
で
長
崎

を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
陳
亮
は
広
足
初
期
の
著
述
で
あ
る
『
歴

木
弁
』（
天
保
六
年
序
刊	

一
冊
）
序
の
執
筆
も
依
頼
さ
れ
て
お
り
、
殊

に
広
足
の
信
頼
が
厚
く
社
中
の
中
核
を
担
う
存
在
で
あ
っ
た
。
右
の
陳

亮
送
別
歌
の
序
文
に
お
い
て
も
、
と
あ
る
著
名
な
絵
師
の
手
に
な
る
絵

に
各
々
賛
を
認
め
て
陳
亮
の
馬
の
餞
と
し
た
様
子
が
看
て
取
れ
、
長
崎

の
雅
会
の
主
た
る
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
陳
亮
に
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加
え
、
肥
後
細
川
藩
の
長
崎
留
守
居
役
で
あ
る
志
方
之
倫
も
同
じ
く
広

足
門
人
で
あ
る
こ
と
、
広
足
『
樺
島
浪
風
記
』（
天
保
十
一
年
以
降
刊	

二
巻
一
冊
）
の
記
述
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
大
坂
・
京
都
と
な
ら
び
諸

藩
の
蔵
屋
敷
が
軒
を
列
ね
た
長
崎
に
あ
っ
て
、
橿
園
社
中
は
各
藩
の
長

崎
留
守
居
役
を
も
組
織
の
一
員
と
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
諸
国
の
神
官
等
の
歌
も
『
瓊
浦
集
』
に
数
多
く
入

集
し
て
い
る
点
、
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
筑
後
大
石
御み

祖お
や

神
社
神
官

の
船
曳
大
滋
、
佐
賀
小
城
藩
士
に
し
て
諸
国
を
遍
歴
し
不
二
道
十
世
教

主
と
な
っ
た
柴
田
花
守
、
肥
前
島
原
の
庄
屋
の
家
に
生
ま
れ
後
に
広
足

の
養
嗣
子
と
な
り
諏
訪
神
社
宮
司
と
し
て
橿
園
社
中
の
跡
を
継
い
だ
中

島
広
行
こ
と
植
木
貴
恒
等
、
近
隣
諸
国
の
神
道
に
志
す
者
が
広
足
の
も

と
を
訪
れ
、
教
え
を
請
う
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
幕
末
の
長
崎

は
、
国
学
の
一
拠
点
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
長
崎
近
隣

の
諸
国
の
み
な
ら
ず
、
出
雲
歌
人
の
詠
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

看
過
し
て
は
な
る
ま
い
。
計
六
首
が
採
ら
れ
て
い
る
島
重
道
は
、
出
雲

大
社
上
官
島
重
老
の
子
息
で
あ
り
、
後
に
長
崎
に
来
訪
し
長
崎
伊
勢
宮

神
社
の
第
十
一
代
神
官
と
な
り
、
明
治
初
期
ま
で
同
地
の
主
た
る
歌
人

の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
同
人
を
始
め
と
し
て
、
出
雲
大
社
上
官
の

島
重
胤
等
の
名
が
『
瓊
浦
集
』
に
は
列
な
り）

（（

（
注

、
長
崎
と
出
雲
の
両
歌
壇

が
盛
ん
に
交
流
し
て
い
た
事
実
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
近
世
後
期
歌
壇
に

お
い
て
中
央
と
地
方
の
み
な
ら
ず
地
方
と
地
方
が
深
い
繋
が
り
を
有
し

て
い
た
こ
と
は
、
と
も
に
出
雲
・
諏
訪
の
両
大
社
が
あ
る
土
地
柄
に
拠

る
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
が
、
両
歌
壇
の
成
熟
の
ほ
ど
を
物
語
る
出
来
事
と

い
え
よ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
か
く
『
瓊
補
集
』
入
集
の
歌
人
を
概
観
す
る
時
、
橿
園

社
中
は
長
崎
の
地
役
人
を
そ
の
基
盤
と
し
つ
つ
も
、
一
方
に
お
い
て
他

国
の
糸
割
符
商
人
・
留
守
居
役
・
神
官
・
僧
侶
等
に
ま
で
及
ぶ
組
織
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
い
わ
ば
長
崎
と
他
国
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
存
在
が
朧
気
な
が
ら
も
看
取
さ
れ
、
橿
園
社
中
の
文
事
の
実

体
を
解
明
す
る
鍵
は
情
報
に
あ
る
と
目
さ
れ
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、

広
足
が
門
人
か
ら
得
た
情
報
に
関
し
て
論
じ
て
ゆ
く
。

二　
異
国
情
報
の
収
集
と
橿
園
社
中

現
在
、
諏
訪
神
社
に
は
広
足
な
ら
び
に
広
行
の
自
筆
稿
本
・
手
沢
本

が
数
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
計
数
百
点
に
も
及
ぶ
同
資
料
群
中
に
お

い
て
、
情
報
の
面
か
ら
殊
に
注
目
さ
れ
る
も
の
が
風
説
書
の
類
で
あ
る
。

以
下
、
同
社
に
伝
存
す
る
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
関
連
の
書
物
を
列
挙
し
て
、

書
型
・
巻
冊
数
・
外
題
・
内
題
・
丁
数
・
奥
書
・
識
語
・
概
要
等
を
示

す
。
な
お
、
便
宜
上
書
名
の
頭
に
イ
か
ら
ホ
の
通
し
記
号
を
附
し
た
。
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イ
『
天
保
九
年
よ
り
十
一
年
迄
風
説
書
』

半
紙
本
（
縦
二
四
・
五
×
横
一
七
・
六
糎
）
一
冊
。
後
掲
の
ロ
・
ハ
な

ら
び
に
唐
国
風
説
書
ヘ
・
ト
と
の
合
綴
本
。
外
題
は
、
共
紙
表
紙
左
肩

に
「
天
保
九
年
よ
り
十
一
年
迄
風
説
書
」
と
直
書
。
墨
付
十
八
丁
。
巻

末
に
「
右
之
趣
咬
𠺕
吧
頭
役
共
よ
り
申
上
候
様
申
付
越
候
に
付
申
上
候

／
か
ひ
た
ん
／
ゑ
て
ゆ
あ
る
と
／
が
ら
ん
で
そ
ん
」
と
あ
り
、
そ
れ
に

続
け
て
「
右
之
通
申
出
候
に
付
和
解
仕
原
書
相
添
差
上
申
候
。
以
上
／

子
七
月
」
の
奥
書
。
同
書
は
、
寛
永
以
来
毎
年
幕
府
へ
の
提
出
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
た
従
来
の
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
と
異
な
り
、
時
の
商
館
長

フ
ラ
ン
デ
ィ
ソ
ン
が
阿
片
戦
争
の
勃
発
を
報
知
す
る
た
め
に
通
常
の
風

説
書
と
別
に
奉
じ
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
冒
頭
の
「
和
蘭
暦
数
一
千
八

百
三
拾
八
年

天
保
九
戌
年

に
あ
た
る

よ
り
四
十
年
迄
唐
国
に
於
て
、
エ
ゲ
レ
ス
人
等
の
阿

片
商
法
を
停
止
せ
ん
為
に
起
り
た
る
事
を
記
す
」
の
言
に
も
明
ら
か
な

ご
と
く
、
阿
片
戦
争
に
至
る
経
緯
が
お
よ
そ
百
箇
条
に
亘
り
記
さ
れ
て

お
り
、
当
時
の
清
国
の
有
り
様
を
知
り
得
る
書
と
い
え
る
。
表
紙
と
一

丁
表
に
「
明
治
三
十
二
年
十
月
／
国
幣
小
社
諏
訪
神
社
／
献
本
宮
司
中

島
広
行
」（
朱
文
方
印	

縦
四
・
〇
×
横
四
・
〇
糎
）
な
ら
び
に
「
長
崎

／
諏
訪
神
社
／
文
庫
」（
朱
文
円
印	

直
径
四
・
五
糎
）
の
印
。

ロ
『
嘉
永
元
年
別
段
申
上
候
風
説
書
申
七
月
』

半
紙
本
（
縦
二
四
・
四
×
横
一
七
・
六
糎
）
一
冊
。
イ
・
ハ
な
ら
び
に

唐
国
風
説
書
ヘ
・
ト
と
合
綴
。
外
題
は
、
共
紙
表
紙
中
央
に
「
嘉
永
元

年
／
別
段
申
上
候
風
説
書
／
申
七
月
」
と
直
書
。
内
題
は
「
別
段
申
上

候
風
説
書
」
と
あ
り
。
墨
付
二
十
丁
。
本
文
末
に
「
か
び
た
ん
／
よ
ふ

せ
ふ
へ
ん
り
い
／
れ
ひ
そ
ん
」
の
署
名
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
け
て
「
右

之
趣
横
文
字
書
付
を
以
申
出
候
に
付
和
解
差
上
申
候
。
以
上
／
通
詞
目

付
／
大
小
通
詞
」
の
奥
書
。
阿
片
戦
争
後
の
清
国
な
ら
び
に
東
ア
ジ
ア

の
情
勢
、
さ
ら
に
欧
州
諸
国
の
動
向
を
報
知
し
た
も
の
。
表
紙
と
一
丁

表
に
「
明
治
三
十
二
年
十
月
／
国
幣
小
社
諏
訪
神
社
／
献
本
宮
司
中
島

広
行
」（
朱
文
方
印	

縦
四
・
〇
×
横
四
・
〇
糎
）
な
ら
び
に
「
長
崎
／

諏
訪
神
社
／
文
庫
」（
朱
文
円
印	

直
径
四
・
五
糎
）
の
印
。

ハ
『
嘉
永
二
年
別
段
風
説
書
酉
七
月
』

半
紙
本
（
縦
二
三
・
九
×
横
一
七
・
六
糎
）
一
冊
。
前
掲
イ
・
ロ
な
ら

び
に
後
掲
の
唐
国
風
説
書
ヘ
・
ト
と
の
合
綴
本
。
外
題
は
、
共
紙
表
紙

中
央
に
「
嘉
永
二
年
／
別
段
風
説
書
／
酉
七
月
」
と
直
書
。
内
題
は
「
別

段
風
説
書
」
と
あ
り
。
墨
付
十
八
丁
。
本
文
末
に
「
か
ひ
た
ん
／
よ
ふ

せ
ふ
へ
ん
り
い
／
れ
ひ
そ
ん
」
の
署
名
が
あ
り
、
続
け
て
「
右
之
趣
船

頭
幷
へ
と
る
阿
蘭
陀
人
申
所
か
ひ
た
ん
承
り
申
上
候
に
付
、
和
解
差
上

申
候
。
以
上
／
酉
七
月
」
の
奥
書
。
オ
ラ
ン
ダ
の
バ
リ
島
征
伐
、
欧
州

情
勢
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
騒
乱
の
再
燃
を
危
惧
す
る
声
が
清
国
に
お
い
て

囁
か
れ
て
い
る
こ
と
、
欧
州
諸
国
が
清
国
へ
配
備
し
た
海
軍
兵
力
の
詳
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細
、
清
国
に
お
け
る
反
乱
等
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
・
一
丁
表
に

「
明
治
三
十
二
年
十
月
／
国
幣
小
社
諏
訪
神
社
／
献
本
宮
司
中
島
広
行
」

（
朱
文
方
印	
縦
四
・
〇
×
横
四
・
〇
糎
）
な
ら
び
に
「
長
崎
／
諏
訪
神

社
／
文
庫
」（
朱
文
円
印	

直
径
四
・
五
糎
）
の
印
。

ニ
『
エ
ケ
レ
ス
人
日
記
和
解
写
』

大
本
（
縦
二
六
・
〇
×
横
一
九
・
七
糎
）
二
巻
一
冊
。
合
写
本
。
共
紙

表
紙
左
肩
に
「
エ
ケ
レ
ス
人
日
記
和
解
写　

全
」
と
直
書
。
墨
付
三
十

七
丁
。
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
呈
上
さ
れ
た
二
種
類
の
別
段
風

説
書
を
合
写
し
た
も
の
。
上
巻
末
に
「
是
迄
の
処
者
エ
ケ
レ
ス
与
唐
国

の
和
睦
今
以
不
相
整
趣
に
御
坐
候
。
此
末
之
儀
は
来
年
申
上
候
様
可
仕

候
／
古
か
ひ
た
ん
／
ゑ
で
ゆ
あ
る
と
が
ら
ん
て
そ
ん
／
新
か
ひ
た
ん
／

ぴ
い
と
る
あ
る
へ
る
と
び
つ
き
」
と
あ
り
、
続
け
て
「
右
之
分
者
昨
年

丑
年
可
奉
指
上
候
処
、
乗
戻
候
に
付
無
其
儀
、
右
之
侭
当
年
持
渡
候
間

和
解
奉
差
上
候
。
此
末
之
儀
者
近
日
中
奉
差
上
候
。
以
上
／
寅
七
月　

通

詞
名
略
之
」
の
奥
書
。
下
巻
末
に
同
じ
く
「
右
等
之
便
三
月
十
五
日
出

之
由
に
而
、
唐
国
よ
り
シ
ン
カ
ホ
ー
レ

地名

に
参
り
候
を
伝
聞
仕
候
／
古
か

ひ
た
ん
／
ゑ
で
ゆ
あ
る
と
が
ら
ん
て
そ
ん
／
新
か
ひ
た
ん
／
ひ
い
と
る

あ
る
へ
る
と
び
つ
き
」
と
あ
り
、
続
け
て
「
右
者
先
達
而
奉
申
上
候
末

之
儀
、
此
節
和
解
出
来
仕
候
に
付
奉
差
上
候
。
以
上
／
寅
七
月
／
西
喜

津
太
夫
／
本
木
昌
左
衛
門
／
中
山
作
三
郎
／
岩
瀬
弥
十
郎
／
楢
林
鉄
之

助
／
森
山
弥
左
衛
門
／
名
村
八
左
衛
門
／
植
村
作
七
郎
／
石
橋
助
十
郎

／
末
永
七
十
郎
／
西
記
志
十
／
小
川
慶
右
衛
門
／
志
築
竜
太
」
の
奥
書
。

右
の
イ
『
天
保
九
年
よ
り
十
一
年
迄
風
説
書
』
の
続
報
で
あ
り
、
阿
片

戦
争
の
顛
末
を
記
述
し
た
も
の
。
表
紙
・
一
丁
表
に
「
明
治
三
十
二
年

十
月
／
国
幣
小
社
諏
訪
神
社
／
献
本
宮
司
中
島
広
行
」（
朱
文
方
印	

縦

四
・
〇
×
横
四
・
〇
糎
）
な
ら
び
に
「
長
崎
／
諏
訪
神
社
／
文
庫
」（
朱

文
円
印	

直
径
四
・
五
糎
）
の
印
。

ホ	
	『

欧
羅
巴
一
致
之
国
々
地
方
国
民
之
数
武
方
之
人
数
等
書
中

抜
萃
之
訳
』

大
本
（
縦
二
五
・
六
×
横
一
七
・
二
糎
）
一
冊
。
外
題
は
、
共
紙
表
紙

左
肩
に
「
欧
羅
巴
一
致
之
国
々
地
方
国
民
之
数
／
武
方
之
人
数
等
書
中

抜
萃
之
訳
」
と
直
書
。
内
題
も
同
じ
く
「
欧
羅
巴
一
致
の
国
々
地
方
国

民
の
数
武
方
の
人
数
等
書
中
抜
萃
の
訳
」
と
墨
書
。
墨
付
十
七
丁
。
奥

書
は
「
此
書
は
、
弘
化
二
乙
巳
年
夏
長
崎
御
目
附
遠
山
半
□
（
虫
損
）

衛
門
殿
、
通
詞
名
村
貞
五
郎
に
仰
て
書
せ
ら
れ
た
る
を
写
し
た
る
な
り
。

同
年
五
月
二
十
六
日　

藤
原
貴
恒
」
と
あ
り
。
藤
原
貴
恒
は
中
島
広
行

に
改
名
す
る
以
前
の
名
で
あ
り
、
広
行
が
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
名
村
貞
五
郎

本
人
、
も
し
く
は
そ
の
周
辺
の
人
物
を
介
し
て
書
写
し
た
書
で
あ
る
こ

と
が
看
て
取
れ
る
。
書
名
が
示
す
ご
と
く
、
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
・

ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
等
の
欧
州
諸
国
の
地
誌
・
軍
備
に
関
し
て
詳
述
し
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た
書
。
表
紙
・
一
丁
表
に
「
明
治
三
十
二
年
十
月
／
国
幣
小
社
諏
訪
神

社
／
献
本
宮
司
中
島
広
行
」（
朱
文
方
印	

縦
四
・
〇
×
横
四
・
〇
糎
）

な
ら
び
に
「
長
崎
／
諏
訪
神
社
／
文
庫
」（
朱
文
円
印	

直
径
四
・
五
糎
）

の
印
。

	

上
掲
の
五
書
は
、
阿
片
戦
争
を
始
め
と
す
る
異
国
情
報
に
関
し
て
オ

ラ
ン
ダ
通
詞
が
原
書
を
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
書
の
表
紙
に
は
い

ず
れ
も
「
明
治
三
十
二
年
十
月
／
国
幣
小
社
諏
訪
神
社
／
献
本
宮
司
中

島
広
行
」
の
寄
贈
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
広
行
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
が

看
て
取
れ
る
。
末
尾
の
書
ホ
『
欧
羅
巴
一
致
之
国
々
地
方
国
民
之
数
武

方
之
人
数
等
書
中
抜
萃
之
訳
』
の
奥
書
に
「
此
書
は
、
弘
化
二
乙
巳
年

夏
長
崎
御
目
附
遠
山
半
□
（
虫
損
）
衛
門
殿
、
通
詞
名
村
貞
五
郎
に
仰

て
書
せ
ら
れ
た
る
を
写
し
た
る
な
り
。
同
年
五
月
二
十
六
日　

藤
原
貴

恒
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
ご
と
く
、
広
行
は
知
友
の
オ
ラ
ン
ダ

通
詞
等
を
介
し
て
異
国
関
連
情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
同
社
の
広
行
旧
蔵
本
の
多
く
は
養
父
広
足
か
ら
広
行
に
受
け
継

が
れ
た
こ
と
に）

（注

（
注

鑑
み
て
も
、
右
は
広
行
の
み
な
ら
ず
広
足
の
手
沢
本
で

あ
る
可
能
性
が
高
く
、
広
足
も
海
外
情
勢
の
把
捉
を
試
み
て
い
た
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
事
実
、
諏
訪
神
社
所
蔵
『
雑
録　

文
政
七
年
三
月
よ

り
至
十
月
』（
文
政
七
年
成
立	

自
筆
本
一
冊
）
に
お
い
て
、
広
足
は
「
文

政
七
年
来
泊
阿
蘭
陀
人
風
説
書
」
を
抄
出
し
、
そ
の
末
尾
に

右
毎
年
の
風
説
書
大
低

（
マ
マ
）同

じ
事
也
。
去
年
の
は
印
度
の
国
中
に
て

少
々
取
合
之
軍
あ
り
し
か
ど
、
無
程
静
澄
の
よ
し
、
楢
林
よ
り
聞

し
か
ど
わ
す
れ
ぬ
。
密
風
説
書
と
い
ふ
も
の
奉
れ
ど
も
、
是
は
世

人
の
見
る
事
を
秘
せ0 し

給
ふる0

よ
し
也
。
右
の
和
解
楢
林
よ
り
え
て
書
留
。

と
記
し
て
い
る
。
文
中
の
「
楢
林
」
は
先
述
の
『
夢
路
日
記
』
の
楢
林

公
足
と
推
定
さ
れ）

（注

（
注

、
広
足
も
ま
た
長
崎
来
訪
の
初
期
よ
り
門
人
の
オ
ラ

ン
ダ
通
詞
の
助
力
を
得
て
風
説
書
等
の
異
国
情
報
を
収
集
し
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
の
み
な
ら
ず
唐
国
風
説
書
関
連
の
資
料

も
ま
た
諏
訪
神
社
に
数
多
く
伝
存
し
て
い
る
点
、
注
目
さ
れ
る
。
以
下

オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
と
同
じ
く
、
書
名
に
ヘ
か
ら
ヌ
の
通
し
記
号
を
附
し

て
列
記
し
、
各
書
の
書
誌
を
示
す
。

ヘ
『
嘉
永
五
年
唐
国
風
説
書
』

半
紙
本
（
縦
二
三
・
七
×
横
一
七
・
六
糎
）
一
冊
。
前
掲
イ
・
ロ
・
ハ

の
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
な
ら
び
に
後
掲
ト
と
の
合
綴
本
。
共
紙
表
紙
左
肩

に
「
嘉
永
五
年
／
唐
国
風
説
書
」
と
直
書
。
墨
付
五
丁
。
太
平
天
国
の

乱
が
勃
発
す
る
経
緯
を
詳
述
し
た
も
の
。
表
紙
・
一
丁
表
に
「
明
治
三

十
二
年
十
月
／
国
幣
小
社
諏
訪
神
社
／
献
本
宮
司
中
島
広
行
」（
朱
文
方

印	

縦
四
・
〇
×
横
四
・
〇
糎
）
な
ら
び
に
「
長
崎
／
諏
訪
神
社
／
文
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庫
」（
朱
文
円
印	

直
径
四
・
五
糎
）
の
印
。

ト
『
嘉
永
七
年
唐
人
風
説
書
』

半
紙
本
（
縦
二
四
・
五
×
横
一
七
・
六
糎
）
一
冊
。
イ
・
ロ
・
ハ
の
オ

ラ
ン
ダ
風
説
書
な
ら
び
に
前
掲
ヘ
と
の
合
綴
本
。
共
紙
表
紙
左
肩
に
「
嘉

永
七
年
／
唐
人
風
説
書
」
と
直
書
。
墨
付
六
丁
。
本
文
末
に
「
寅
閏
七

月　
王
氏

十
二
家

船
主

江
星
畬

楊
少
棠

」
と
あ
り
、
続
け
て
「
右
之
通
当
節
来
朝
之
唐
人
共

風
聞
之
趣
和
解
差
上
申
候
。
以
上
／
風
説
役
代
年
番
」
の
奥
書
。
太
平

天
国
の
乱
の
戦
況
、
ま
た
福
建
省
に
お
い
て
新
た
に
生
じ
た
内
乱
を
報

知
し
た
書
で
あ
る
。
表
紙
・
一
丁
表
に
「
明
治
三
十
二
年
十
月
／
国
幣

小
社
諏
訪
神
社
／
献
本
宮
司
中
島
広
行
」（
朱
文
方
印	

縦
四
・
〇
×
横

四
・
〇
糎
）
な
ら
び
に
「
長
崎
／
諏
訪
神
社
／
文
庫
」（
朱
文
円
印	

直

径
四
・
五
糎
）
の
印
。

チ
『
万
延
元
年
唐
国
騒
乱
に
付
十
二
家
船
主
程
稼
堂
申
立
書
』

半
紙
本
（
縦
二
四
・
四
×
横
一
六
・
九
糎
）
二
巻
一
冊
。
共
紙
表
紙
左

肩
に
「
万
延
元
年
唐
国
騒
乱
に
付
／
十
二
家
船
主
程
稼
堂
申
立
書
」
と

直
書
。
墨
付
九
丁
。
長
崎
港
入
津
と
上
陸
の
許
可
を
求
め
た
願
書
な
ら

び
に
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
清
国
騒
乱
の
詳
報
を
合
写
し
た
書
。

上
巻
末
の
「
申
五
月
廿
五
日　

十
二
家
船
主
程
稼
堂
」
の
署
名
に
続
け

て
、
亡
命
者
十
二
名
の
名
が
記
さ
れ
る
。
下
巻
末
に
「
申
六
月　

十
二

家
船
主
程
稼
堂
」
の
署
名
。
太
平
天
国
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
蘇
州
が
陥

落
し
、
簒
奪
の
限
り
が
尽
く
さ
れ
る
模
様
を
記
し
て
い
る
。
表
紙
・
一

丁
表
に
「
明
治
三
十
二
年
十
月
／
国
幣
小
社
諏
訪
神
社
／
献
本
宮
司
中

島
広
行
」（
朱
文
方
印	

縦
四
・
〇
×
横
四
・
〇
糎
）
な
ら
び
に
「
長
崎

／
諏
訪
神
社
／
文
庫
」（
朱
文
円
印	

直
径
四
・
五
糎
）
の
印
。

リ
『
唐
国
一
揆
騒
乱
之
地
名
』

半
紙
本
（
縦
二
四
・
六
×
横
一
六
・
九
糎
）
一
冊
。
共
紙
表
紙
右
肩
に

「
唐
国
一
揆
騒
乱
之
地
名
」
と
直
書
。
墨
付
五
丁
。
太
平
天
国
の
乱
を
始

め
と
し
て
、
中
国
全
土
に
お
い
て
勃
発
し
た
内
乱
の
た
め
に
国
土
が
荒

れ
、
人
民
が
疲
弊
し
て
ゆ
く
模
様
を
報
知
し
た
書
。
表
紙
・
一
丁
表
に

「
明
治
三
十
二
年
十
月
／
国
幣
小
社
諏
訪
神
社
／
献
本
宮
司
中
島
広
行
」

（
朱
文
方
印	

縦
四
・
〇
×
横
四
・
〇
糎
）
な
ら
び
に
「
長
崎
／
諏
訪
神

社
／
文
庫
」（
朱
文
円
印	

直
径
四
・
五
糎
）
の
印
。

ヌ
〔
安
政
五
年
唐
国
風
説
書
〕

半
紙
本
（
縦
二
四
・
六
×
横
一
七
・
〇
糎
）
一
冊
。
表
紙
な
し
。
墨
付

四
丁
。
本
文
冒
頭
に
「
唐
国
当
時
賊
寇
騒
逆
之
風
聞
左
に
申
上
候
」
と

あ
る
こ
と
に
明
ら
か
な
ご
と
く
、
前
掲
の
唐
国
風
説
書
と
同
じ
く
太
平

天
国
の
乱
に
関
し
て
報
じ
て
い
る
。
本
文
末
に
「
午
八
月　

午
壱
番
船

主
程
稼
堂

楊
少
棠

」
の
署
名
。
一
丁
表
に
「
明
治
三
十
二
年
十
月
／
国
幣
小
社
諏
訪



―	56	―

神
社
／
献
本
宮
司
中
島
広
行
」（
朱
文
方
印	

縦
四
・
〇
×
横
四
・
〇
糎
）

な
ら
び
に
「
長
崎
／
諏
訪
神
社
／
文
庫
」（
朱
文
円
印	

直
径
四
・
五
糎
）

の
印
。

	

右
の
五
書
の
い
ず
れ
も
ま
た
「
明
治
三
十
二
年
十
月
／
国
幣
小
社
諏

訪
神
社
／
献
本
宮
司
中
島
広
行
」
の
印
が
あ
り
、
広
行
旧
蔵
本
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
先
掲
の
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
入
手
に
お
け
る
オ

ラ
ン
ダ
通
詞
と
事
情
を
同
じ
く
し
て
、
広
行
も
し
く
は
広
足
が
知
友
の

唐
通
事
を
介
し
て
唐
国
風
説
書
を
書
写
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
唐
通
事
周
辺
の
人
物
か
ら
の
報
せ
を
広
足
が
自
ら
の
文
事
に

反
映
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
広
足
『
橿
園
随
筆
』（
嘉
永
七
年
刊	

二
巻

二
冊
）
所
載
の
「
背
燭
談
」
の
記
事
に
看
て
取
れ
る
。
白
楽
天
詩
「
背

燭
共
憐
深
夜
月
、
蹈
花
同
惜
少
年
春
」
の
「
背
」
の
読
み
を
「
ソ
ム
キ

テ
」
も
し
く
は
「
ソ
ム
ケ
テ
」
の
い
ず
れ
に
定
め
る
か
を
め
ぐ
る
儒
学

者
と
の
論
争
に
際
し
て
、
広
足
は
門
人
の
唐
年
行
司
蘆
塚
恒
徳
を
介
し

て
来
舶
清
人
銭
少
虎
の
同
詩
に
対
す
る
見
解
を
手
に
入
れ
、
自
説
の
傍

証
と
し
て
随
筆
に
示
し
て
い
る
。
同
様
に
恒
徳
か
ら
清
人
関
連
の
情
報

を
広
足
が
得
た
例
は
同
『
海
人
の
く
ゞ
つ
』（
嘉
永
三
年
序
刊	

一
冊
）

等
に
あ
り
、
広
足
は
情
報
収
集
に
際
し
て
橿
園
社
中
の
門
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
い
た
こ
と
が
諒
解
さ
れ
よ
う
。

三　
危
殆
意
識
の
形
成
と
神
国
思
想

さ
て
、
か
く
て
異
国
情
報
を
得
た
広
足
が
そ
れ
を
自
ら
の
文
事
に
反

映
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
古
く
は
大
正
期
の
先
掲
彌
富
論
文
に
お
い
て

明
示
さ
れ
、
近
く
は
田
中
仁
『
江
戸
の
長
歌
―
『
万
葉
集
』
の
享
受

と
創
造
―
」（
森
話
社
、
平
成
二
十
四
年
）
第
二
章
第
四
節
「
詠
史
・

詠
物
長
歌
論
―
中
島
広
足
と
青
木
永
章
の
長
歌
を
例
に
―
」
に
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
両
論
文
と
も
に
近
世
長
崎
の
地
の
利
を
活
か
し
た
広

足
歌
文
の
特
徴
を
端
的
に
指
摘
し
て
お
り
、
触
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
甚

だ
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
研
究
も
あ
く
ま
で
文
学
の
範

疇
に
終
始
し
て
い
る
観
が
あ
り
、
広
足
が
異
国
情
報
を
も
と
に
い
か
な

る
思
想
を
抱
く
に
至
っ
た
か
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
全
く
言
及
が
な
い

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
前
節
に
掲
げ
た
風
説
書
関
連
資
料
を
概
観
し

て
も
、
阿
片
戦
争
を
始
め
と
す
る
十
九
世
紀
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
把
捉
に

広
足
・
広
行
父
子
が
努
め
て
い
た
こ
と
は
、
瞭
然
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
両
人
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
報
に
基
づ
き
広
足
が
い
か
な

る
対
外
思
想
を
形
成
し
て
い
た
か
、
以
下
に
お
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。

天
下
の
士
民
に
は
常
々
神
国
の
有
難
き
所
を
い
ひ
聞
せ
て
、
皇
国

は
天
地
神
明
の
守
護
し
給
へ
る
国
、
天
皇
は
も
と
よ
り
天
照
大
御
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神
の
御
子
孫
、
将
軍
家
・
諸
大
名
の
御
先
祖
も
皆
其
皇
胤
、
又
さ

し
も
な
き
氏
々
も
そ
れ
〴
〵
の
神
の
御
末
、
天
下
諸
民
に
至
る
ま

で
悉
く
神
孫
の
国
た
る
尊
き
処
を
く
れ
〴
〵
も
い
ひ
を
し
へ
お
き
、

外
国
は
先
祖
も
正
し
か
ら
ぬ
獣
類
同
様
の
人
種
と
甚
し
く
卑
し
め

お
と
し
お
か
ざ
れ
ば
、
ま
さ
か
の
時
に
誠
心
よ
り
命
を
す
て
ゝ
皇

国
の
為
に
忠
を
尽
し
天
下
の
為
に
打
死
す
る
も
の
、
少
な
か
る
べ

し
。
す
べ
て
道
の
本
意
は
、
天
下
士
民
の
心
を
正
直
に
し
て
、
た
ゞ

ひ
た
す
ら
に
我
に
靡
き
随
ひ
、
一
大
事
の
時
我
為
に
死
す
る
を
栄

と
す
る
や
う
に
あ
ら
し
め
ん
と
の
事
な
れ
ば
、
常
々
神
国
の
勝
れ

た
る
所
、
皇
国
本
原
の
道
の
道
た
る
所
を
く
れ
〴
〵
い
ひ
さ
と
し

教
へ
お
き
、
決
て
外
国
の
美
を
か
た
る
ま
じ
き
事
也）

（注

（
注

。
	

国
会
図
書
館
蔵
の
広
足
『
童
子
問
答
』（
弘
化
頃
成
立	
二
巻
附
録
一

巻
五
冊
）
所
載
の
一
節
で
あ
る
。
日
本
が
神
に
護
ら
れ
た
国
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
天
皇
を
始
め
士
民
に
至
る
ま
で
い
ず
れ
も
神
孫
で
あ
る
こ
と

を
称
揚
し
、
一
方
に
お
い
て
諸
外
国
の
先
祖
を
甚
だ
し
く
貶
め
た
記
述

は
、
ま
さ
し
く
幕
末
に
声
高
に
叫
ば
れ
た
神
国
思
想
の
顕
著
な
例
と
い

え
よ
う
。
従
来
、
文
学
研
究
の
観
点
か
ら
は
広
足
の
異
国
情
緒
あ
ふ
れ

る
歌
文
の
存
在
の
み
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
反
面
戦
時
中
の
軍

国
主
義
の
萌
芽
と
も
思
し
き
一
面
を
広
足
が
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ

の
学
問
大
系
を
把
捉
す
る
に
際
し
て
看
過
し
て
は
な
る
ま
い
。
同
じ
く

神
国
史
観
を
述
べ
た
件
は
、
広
足
『
敏
鎌
』（
嘉
永
六
年
刊	

一
冊
）、
同

『
弁
征
韓
論
』（
近
世
末
期
成
立	

写
本
一
冊
）、
同
『
頭
椎
剣
』（
安
政
六

年
序
写	

一
冊
）、
同
『
な
や
ら
ひ
』（
近
世
末
期
成
立	

写
本
一
冊
）、
同

『
ね
を
び
れ
言
弁
』（
近
世
末
期
成
立	

写
本
一
冊
）
等
に
あ
り
、
広
足
が

神
国
思
想
を
意
図
し
て
説
き
広
め
て
い
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

他
方
、
市
井
の
一
学
者
に
過
ぎ
な
い
広
足
が
何
故
か
く
も
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
国
家
論
を
展
開
し
た
か
、
疑
問
が
残
る
。
広
足
が
説
く
「
す
べ
て

道
の
本
意
は
、
天
下
士
民
の
心
を
正
直
に
し
て
、
た
ゞ
ひ
た
す
ら
に
我

に
靡
き
随
ひ
、
一
大
事
の
時
我
為
に
死
す
る
を
栄
と
す
る
や
う
に
あ
ら

し
め
ん
と
の
事
」
と
は
、
ま
さ
に
神
国
思
想
の
も
と
に
人
民
の
挙
国
一

致
を
促
す
治
国
論
で
あ
る）

（注

（
注

。
細
川
藩
を
致
仕
し
て
藩
政
に
参
与
す
る
こ

と
も
な
い
広
足
を
駆
り
立
て
た
も
の
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
右
の
「
一

大
事
の
時
」
の
文
言
に
象
徴
さ
れ
る
危
殆
意
識
の
高
ま
り
で
あ
っ
た
と

い
え
ま
い
か
。
上
述
の
神
国
史
観
を
記
し
た
広
足
著
述
の
い
ず
れ
に
お

い
て
も
、
広
足
は
常
に
有
事
を
想
定
し
て
、
国
家
な
ら
び
に
君
主
に
対

し
て
臣
民
が
絶
対
的
な
忠
誠
を
誓
う
た
め
の
人
心
掌
握
術
を
論
じ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
長
崎
に
お
い
て
対
外
情
勢
に
精
通
し
華
夷
変
態
を
目
の

当
た
り
に
し
た
こ
と
が
広
足
に
欧
米
諸
国
の
侵
攻
を
眼
前
の
問
題
と
し

て
認
識
さ
せ
、
国
家
の
危
機
に
瀕
し
て
挙
国
一
致
を
実
現
す
る
た
め
の

手
段
と
し
て
の
神
国
思
想
を
抱
か
せ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
、
広
足
が
危
機
意
識
を
形
成
し
た
発
端
は
、
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
）
の
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
に
あ
っ
た
。

○
答
云
。
是
は
定
而
、
阿
蘭
陀
流
な
ど
よ
り
出
た
る
御
料
簡
と
被

存
候
。
甚
以
あ
し
き
事
に
候
。
蒙
古
襲
来
の
時
の
は
、
天
皇
御
み

づ
か
ら
神
祇
官
に
行
幸
ま
し
〳
〵
て
祈
ら
せ
給
ひ
、
伊
勢
を
初
て

諸
国
の
大
社
に
奉
幣
使
を
立
ら
れ
候
ほ
ど
の
御
事
、
神
風
な
る
事

は
勿
論
、
今
さ
ら
兎
や
角
申
ま
で
も
無
御
座
候
。
先
年
吹
た
る
大

風
も
、
此
方
の
人
民
田
畑
等
少
々
損
じ
は
致
候
へ
ど
も
、
全
く
神

風
に
て
、
彼
蘭
人
国
禁
を
犯
し
た
る
事
ど
も
、
其
節
顕
は
れ
候
趣

な
る
も
、
誠
に
神
の
御
心
と
被
存
候
也
。
若
左
様
の
事
つ
も
り
行
、

段
々
ゆ
る
か
せ
に
相
成
候
末
は
、
い
か
な
る
大
変
、
出
来
す
ま
じ

き
も
難
斗
、
其
時
は
何
に
も
替
へ
が
た
く
、
人
民
田
畑
の
損
所
位

は
、
な
ん
で
も
な
き
事
に
候
。
我
国
の
人
は
、
随
分
神
威
の
難
有

所
を
我
も
信
仰
し
、
人
に
も
い
ひ
聞
せ
て
、
く
れ
〴
〵
も
人
情
厚

く
致
す
べ
き
事
に
候
。
神
国
の
神
国
た
る
所
を
信
じ
た
る
敦
厚
の

人
な
ら
で
は
、
ま
さ
か
の
時
の
用
に
は
立
不
申
候）

（注

（
注

。

	

右
は
、
童
子
の
「
蒙
古
襲
来
之
時
の
大
風
を
神
風
と
申
は
い
か
ゞ
。

是
は
た
ゞ
、
其
時
幸
ひ
自
然
と
吹
た
る
風
に
可
有
御
座
候
。
兎と

角か
く

日
本

人
は
、
物
に
惑
は
さ
れ
安
く
候
か
と
被
存
候
。
い
か
ゞ
」
の
問
い
に
対

し
て
、
広
足
が
反
駁
し
た
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
童
子
問
答
』（
天
保
三

年
奥
書	

自
筆
稿
本
一
冊
）
の
一
条
。
現
存
す
る
広
足
著
述
を
繙
く
限
り

に
お
い
て
、
広
足
が
初
め
て
有
事
を
想
定
し
て
神
国
史
観
を
開
陳
し
た

記
述
で
あ
る
。
文
中
「
彼
蘭
人
国
禁
を
犯
し
た
る
事
ど
も
」
は
、
シ
ー

ボ
ル
ト
が
日
本
地
図
の
国
外
流
出
を
目
論
ん
だ
い
わ
ゆ
る
シ
ー
ボ
ル
ト

事
件
を
指
す
。
広
足
は
同
事
件
に
関
し
て
「
若
左
様
の
事
つ
も
り
行
、

段
々
ゆ
る
か
せ
に
相
成
候
末
は
、
い
か
な
る
大
変
、
出
来
す
ま
じ
き
も

難
斗
」
と
言
及
し
て
お
り
、
国
防
上
機
密
と
す
べ
き
地
図
が
外
国
人
の

手
に
渡
る
事
態
を
招
い
た
世
の
風
潮
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た

こ
と
が
知
れ
る
。
同
書
の
筆
が
執
ら
れ
た
天
保
初
頭
、
長
崎
の
地
は
文

化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
の
来
航
、
同
五
年
（
一

八
〇
八
）
の
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
フ
ェ
ー
ト
ン
号
の
事
件
等
、
度
重
な
る
異

国
船
の
出
没
を
す
で
に
経
験
し
て
お
り
、
警
戒
を
強
め
て
い
た
。
広
足

も
ま
た
外
圧
の
高
ま
り
を
同
地
に
お
い
て
実
感
し
て
い
た
こ
と
は
、
広

足
『
後
夢
路
日
記
』（
文
政
六
年
奥
書	

自
筆
稿
本
上
下
二
巻
一
冊
）
七

月
六
日
の
記
事
に
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
の
あ
ら
ま
し
が
綴
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
寇
が
眼
前
の
問
題
と

し
て
取
り
沙
汰
さ
れ
る
最
中
に
広
足
は
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
に
遭
遇
し
た

と
い
え
よ
う
。
同
事
件
か
ら
受
け
た
広
足
の
衝
撃
は
、
叙
上
の
「
い
か

な
る
大
変
、
出
来
す
ま
じ
き
も
難
斗
」
の
言
辞
か
ら
も
十
分
に
察
せ
ら

れ
る
。
幕
末
の
長
崎
に
お
い
て
か
か
る
未
曾
有
の
事
件
に
接
し
た
こ
と
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に
よ
り
、
広
足
は
国
家
危
殆
の
時
で
あ
る
状
況
を
認
識
し
、
有
事
に
際

し
て
の
神
国
思
想
の
構
築
、
そ
し
て
さ
ら
な
る
対
外
情
勢
の
把
握
に
努

め
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

	

（
以
下
次
号
）

注

注
１	

平
成
十
七
年
六
月
。

注
２	

「
國
語
國
文
」
第
二
巻
第
五
・
六
号
、
昭
和
七
年
五
・
六
月
。

注
３	

「
國
學
院
雑
誌
」
第
二
十
八
巻
第
十
号
、
大
正
十
一
年
十
月
。

注
４	

『
瓊
浦
集
』
の
刊
行
に
際
し
て
橿
園
社
中
が
出
資
し
て
い
た
こ
と
は
、
諏

訪
神
社
に
伝
存
す
る
広
足
手
沢
書
入
れ
本
『
か
た
い
と
』（
嘉
永
六
年
刊	

一
冊
）
巻
末
の
広
告
に
明
ら
か
で
あ
る
。
同
広
告
の
『
瓊
浦
集
』
の
箇
所

に
は
社
中
板
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
△
」
印
が
広
足
筆
の
朱
書
に
て
記
さ

れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
図
版
を
掲
げ
て
お
く
。

注
５	

以
下
の
引
用
文
は
、
私
に
句
読
点
・
濁
点
を
施
し
た
。
ま
た
、
漢
字
は
通

行
の
字
体
、
片
仮
名
は
平
仮
名
に
適
宜
改
め
た
。
た
だ
し
、
西
洋
の
人
名
・

地
名
・
国
名
・
船
名
等
を
表
し
た
語
は
、
原
本
に
忠
実
に
表
記
し
、
清
濁

も
原
本
に
順
っ
た
。
な
お
、
同
書
の
引
用
は
九
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館

蔵
本
に
拠
っ
た
。
整
理
番
号
〈
支
子
文
庫
／91	1

／ケ
-8

／1
－

1

・2

〉。

注
６	

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
瓊
浦
集
』
に
は
「
西
」（
朱
文
円
印	

直
径
一
・
〇
糎
）

の
印
が
捺
さ
れ
、
ま
た
明
治
二
十
一
年
一
月
一
日
付
西
純
三
宛
書
簡
の
断

簡
が
「
瓊
浦
集
人
名
之
内
」
半
紙
二
葉
と
と
も
に
附
載
さ
れ
て
い
る
。
西

純
三
な
る
人
物
の
詳
細
は
知
れ
な
い
が
、
明
治
頃
に
同
人
が
「
瓊
浦
集
人

名
之
内
」
と
題
し
た
人
名
録
を
作
成
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
光
輔
以
下
五

十
名
の
歌
人
の
通
称
名
と
職
務
が
記
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
が
特
定
し
得
た

各
歌
人
の
経
歴
と
そ
の
多
く
が
合
致
す
る
。
ゆ
え
に
、
調
べ
の
及
ば
な
い

人
物
に
関
し
て
は
、
同
人
名
録
に
順
っ
た
。

注
７	

「
帝
京
大
学
文
学
部
紀
要
国
語
国
文
学
」
第
十
六
号
、
昭
和
五
十
九
年
十
月
。

注
８	

広
足
が
初
め
て
長
崎
を
訪
れ
た
折
、
同
地
の
歌
壇
を
主
催
し
て
い
た
歌
人

は
岡
部
春
平
で
あ
る
。
広
足
が
長
崎
に
移
住
し
て
後
、
春
平
は
出
雲
に
活

動
の
拠
点
を
移
し
た
こ
と
、
ま
た
広
足
の
初
度
長
崎
来
訪
が
春
平
を
訪
ね

て
の
旅
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
広
足
は
春
平
の
後
任
と
な
る
た
め
に

長
崎
に
赴
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
証
左
と
な
る
事

柄
は
い
ま
だ
見
出
せ
ず
、
断
定
は
差
し
控
え
た
い
。

注
９	

引
用
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
『
夢
路
日
記
』
に
拠
る
。
整
理
番
号

〈915.5-N
568y

〉。

注
10	

前
述
の
『
夢
路
日
記
』
に
は
、
当
初
「
西
吉
太
夫
」
の
名
が
記
さ
れ
る
も
、

同
名
を
抹
消
し
て
「
紀
麿
」
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
通
常
立
ち
入
る
こ

と
の
許
さ
れ
な
い
出
島
に
広
足
が
足
を
踏
み
入
れ
た
記
事
も
同
日
記
に
は

収
載
さ
れ
て
お
り
、
関
与
し
た
通
詞
の
名
が
表
に
出
る
こ
と
を
憚
り
、
雅

号
を
用
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
西
吉
太
夫
は
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所

蔵
『
阿
蘭
陀
通
詞
方
分
限
帳
』（
近
世
後
期
写	

一
冊
）
に
「
通
詞
目
付
」

と
し
て
著
録
さ
れ
る
。

注
11	

出
雲
歌
人
の
歌
が
『
瓊
浦
集
』
に
入
集
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
中
澤

伸
弘
氏
よ
り
御
教
示
を
賜
っ
た
。
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注
12	
『
諏
訪
文
庫		

中
島
廣
足
自
筆
稿
本
展
目
録
』（
諏
訪
神
社
、
平
成
十
四
年
）

の
記
述
に
拠
る
。

注
13	
同
風
説
書
が
書
写
さ
れ
た
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）、
広
足
は
九
月
十
三

日
に
長
崎
の
公
足
の
も
と
を
訪
れ
二
日
間
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
広
足

『
夢
路
日
記
』（
文
政
七
年
奥
書	

自
筆
稿
本
一
冊
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同

年
頃
、
広
足
と
公
足
が
親
交
を
殊
に
深
め
て
い
た
こ
と
は
、
複
数
の
広
足

日
記
の
記
事
に
う
か
が
い
知
れ
る
。

注
14	

引
用
は
、
国
会
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
。
整
理
番
号
〈121.2-N

568d

〉。

注
15	

肥
前
唐
津
藩
主
小
笠
原
長な

が

行み
ち

・
肥
前
島
原
藩
家
老
板
倉
勝か

つ

彪た
け

・
肥
前
平
戸

藩
主
松
浦
熙ひ

ろ
む・

長
崎
奉
行
川
村
修な

が

就た
か

を
始
め
と
し
て
、
広
足
は
西
国
諸
藩

の
藩
主
・
家
老
・
奉
行
等
の
藩
政
・
幕
政
を
掌
る
人
物
と
も
誼
を
結
ん
で

お
り
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
か
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た

た
め
か
と
も
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
広
足
の
国
学
思
想
は
幕
末
の
志
士
を

育
て
た
吉
田
松
陰
等
の
勤
王
思
想
家
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、
同
時
期

に
お
け
る
広
足
学
の
反
響
は
改
め
て
検
証
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
い
え
る
。

注
16	

引
用
は
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
本
に
拠
る
。
整
理
番
号
〈11138

／10	0

／

9	6

〉。

【
附
記
】	

資
料
の
閲
覧
に
際
し
ま
し
て
、
御
理
解
を
賜
り
ま
し
た
各
所
蔵
機
関
に

記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
三
・
二
十
四
年

度
科
学
研
究
費
補
助
金
特
別
研
究
員
奨
励
費
（
課
題
番
号2	3

・5299

）
な

ら
び
に
平
成
二
十
五
・
二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
活
動
ス

タ
ー
ト
支
援
（
課
題
番
号25884090

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
き
ら　

ふ
み
あ
き
・
福
岡
国
際
大
学
講
師
）




